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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人

日本芳香族工業会（JAIA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業

規格を改正すべきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本産業

規格である。これによって，JIS K 2435-1:2006 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS K 2435 規格群（ベンゼン・トルエン・キシレン）は，次に示す部で構成する。 

JIS K 2435-1 第 1 部：ベンゼン 

JIS K 2435-2 第 2 部：トルエン 

JIS K 2435-3 第 3 部：キシレン 
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日本産業規格          JIS 
 K 2435-1：2026 
 

ベンゼン・トルエン・キシレン－第 1 部：ベンゼン 

Benzene･Toluene･Xylene-Part 1: Benzene 

 

1 適用範囲 

この規格は，工業用のベンゼンについて規定する。 

警告 ベンゼンは，引火性の強い危険物であり，火災，爆発などの危険があるため，特に火気，静電気

などに注意するとともに，取扱いには万全の注意が必要である。さらに，ベンゼンは，発がん性

物質であり，健康有害性の非常に強い物質である。このため，取扱い上，蒸気の吸入，皮膚接触

などを避けるように十分な注意が必要である。また，大気，水質の汚染を防止するため，試料採

取時の洗浄廃液，試験終了後の試料の処分などについても，可能な限り回収する必要がある。 

この規格は，その使用に関連して起こり得る全ての安全上の問題を取り扱おうとするものでは

ない。この規格の利用者は，各自の責任において安全及び健康に対する適切な措置を取らなけれ

ばならない。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS K 0050 化学分析方法通則 

JIS K 0061 化学製品の密度及び比重測定方法 

JIS K 0071-1 化学製品の色試験方法－第 1 部：ハーゼン単位色数（白金－コバルトスケール） 

JIS K 0114 ガスクロマトグラフィー通則 

JIS K 0512 水素 

JIS K 0557 用水・排水の試験に用いる水 

JIS K 1107 窒素 

JIS K 0211 分析化学用語（基礎部門） 

JIS K 2249-1 原油及び石油製品－密度の求め方－第 1 部：振動法 

JIS K 2249-2 原油及び石油製品－密度の求め方－第 2 部：浮ひょう法 

JIS K 2251 原油及び石油製品－試料採取方法 

JIS K 2541-1 原油及び石油製品－硫黄分試験方法 第 1 部：酸水素炎燃焼式ジメチルスルホナゾ III

滴定法 

JIS K 2541-2 原油及び石油製品－硫黄分試験方法 第 2 部：微量電量滴定式酸化法 

JIS K 2541-6 原油及び石油製品－硫黄分試験方法－第 6 部：紫外蛍光法 

JIS K 2541-7 原油及び石油製品－硫黄分試験方法 第 7 部：波長分散蛍光 X 線法（検量線法） 


